
平成２０年度 スポーツ功労賞 No.1

年 性

齢 別

1 福島県 なかじま いさお

ソフトテニス連盟 中島 功 67 男 白河市

○福島県ソフトテニス連盟　副会長10年

2 福島県 かとう たけお

ハンドボール協会 加藤 岳郎 69 男 須賀川市

○福島県ハンドボール協会　副会長１２年

○福島県ハンドボール協会　理事長１０年

3 福島県卓球協会 いとう ひでゆき

伊藤 秀行 64 男 伊達市

○福島県卓球協会　副会長９年

○福島県卓球協会　理事長４年

4 福島県剣道連盟 たかはし ゆうじ

髙橋 祐治 73 男 福島市

○福島県剣道連盟　副会長７年

○福島県剣道連盟　副理事長３年

5 福島県 かまた ひろし

自転車競技連盟 鎌田 弘史 61 男 石川町

○福島県自転車競技連盟　理事長４年

○福島県自転車競技連盟　副理事長６年

6 福島県 やまぐち いさむ

スケート連盟 山口 勇 70 男 郡山市

○福島県スケート連盟　会長１６年

7 福島県 みつい しょうぞう

ウエイトリフティング協会 三井 省三 66 男 いわき市

○福島県ウエイトリフティング協会　副会長１５年

8 福島県 もり

ダンススポーツ連盟 森 ひさえ 75 女 会津若松市

○福島県ダンススポーツ連盟　会長２２年

氏　　名 市町村名 功　　績　　等№ 推　薦　団　体

・県南地区の組織を確立し、ジュニアや中学生にも直接指導を行い、県南地区を全国トップク
ラスの地域に育てた。
・県南ソフトテニス連盟の会長と県ソフトテニス連盟の副会長として長年にわたり多方面を指導
し、ソフトテニス全体の発展に寄与した。

・福島県ダンススポーツ連盟を組織化し、県ダンススポーツ連盟の会長として２２年の長きにわ
たりダンススポーツの普及拡大に努めた。
・生涯スポーツとしてのダンススポーツ（社交ダンス）の普及及び発展を図り、県民の体力向上と
社会貢献に寄与した。

・昭和５３年の福島インターハイ時に高体連ハンドボール専門部委員長として大会の運営及び
競技力の向上に力を発揮し、ふくしま国体では県協会の理事長として運営面はもとより種目別
総合優勝に導いた。
・県ハンドボール協会理事長及び副会長として県ハンドボール協会はもとより、日本・東北ハン
ドボール協会においても各組織の充実発展に貢献した。

・約３０年間にわたり福島県卓球協会の役員として強化普及に努め、卓球競技のレベルアップ
に寄与し、家庭婦人クラブを指導し全国大会出場を１０年以上続けている。
・長年にわたり県卓球協会の役員として活躍し、小学生から家庭婦人と幅広く指導を行い、選
手の育成と普及に多大な貢献を果たした。

・連盟発足以来の会則の全面見直しを図り、規約の改正など剣道連盟の組織の整備に尽力し
た。また、連盟が主催する講習会や強化合宿に指導者として参加し、審査員や審判員の技能
の向上、選手と指導者の育成に尽力するなど本県の剣道の普及発展に大きな役割を果たして
いる。

・長年にわたり学校法人石川高校で自転車競技部顧問として選手を育成し、本連盟の発展に
多大な貢献をした。その間、全国高校総体自転車競技で総合優勝６回、国民体育大会自転車
競技の種目別総合優勝１９回を数える。

・平成７年に開催した第５０回国民体育大会冬季大会スケート競技会の大会参与をはじめ会場
地県の責任者として円滑な大会運営に尽力した。
・連盟の発展と冬季スポーツ競技団体の長として、責務を踏まえ選手の底辺拡大と普及振興に
努めると共に多くの国体選手や国際大会出場選手を輩出している。

・平成６年いわき市で開催された全日本社会人大会及び平成７年ふくしま国体時には、いわき
市ウエイトリフティング協会会長として、競技会の準備運営等に携わり、大会を成功に導いた功
績は顕著である。
・長年にわたり福島県ウエイトリフティング協会の役員として、競技力の向上に尽力し、ウエイトリ
フティング王国福島復活のため、協会組織の充実と競技普及・振興に献身的に努めた功績が
顕著である。


